
厚生労働省 地域保健総合推進事業 

「令和４年度 全国保健師長研修会」実施要綱 

 

 

１ 目  的   地域保健活動における保健師の果たす役割の重要性に鑑み、効果

的な保健活動を展開していくための指導者としての資質向上を図

ることを目的とする。 

 

２ テ ー マ   これからの保健師の人材育成 

～コロナ禍の保健活動から考える～ 

 

３ 主  催   滋賀県及び一般財団法人日本公衆衛生協会 

 

４ 日  程   ２０２２年１１月２５日（金） 

 

５ 開催場所    ピアザ淡海 滋賀県立県民交流センター 

          住所：〒520-0801 滋賀県大津市におの浜 1 丁目 1番 20 

         T E L：077-527-3315 

 

６ 開催方法   集合研修と Web 方式との併用 

         (集合研修は、近畿ブロック府県に限定する) 

 

７ 受講人員   集合 １００名程度 

         Web でのオンライン参加は人数制限なし 

 

８ 受講資格    (1）都道府県、保健所設置市及び特別区の保健所に勤務する 

保健師のうち指導する職にある者 

(2）市町村における保健師のうち指導する職にある者 

(3) 全国保健師長会会員 

 

 



９ 研修内容等   

プログラム 

〇開催県の挨拶 滋賀県知事 

 

〇講演Ⅰ 「地域保健をめぐる国の動向」 

厚生労働省 健康局 健康課 保健指導室  

           室長 五十嵐久美子 氏 

 

〇講演Ⅱ  「コロナ禍での公衆衛生活動、これからの保健師活動への期待」 

 滋賀県健康医療福祉部 理事 角野文彦 氏 

     

〇講演Ⅲ 「これからの保健師活動に求められること」 

        全国保健師長会  会長 松本 珠実 氏 

 

〇講演Ⅳ  テーマ「これからの保健師の人材育成 

～コロナ禍の保健活動から考える～」 

        武蔵野大学院 地域看護研究科 教授 中板 育美 氏     

  ＜実践報告＞ 

① 「滋賀県の保健師人材育成の取組み」 

    滋賀県健康医療福祉部 健康寿命推進課 参事 宇野千賀子 氏 

② 「コロナ禍における乳幼児健診の中で保健師が果たす役割」 

    大津市福祉部子ども未来局子ども家庭相談室 

                       主査 永田 景子 氏 

③ 「市町における人材育成について」 

     広島県三次
み よ し

市
し

 甲奴
こ う ぬ

支所       専門員 粟根 久美子 氏 

 

〇まとめ及び助言 

  武蔵野大学院 地域看護研究科 教授 中板 育美 先生 

 

〇次回開催県挨拶 長野県 

〇閉会 


